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A．研究目的 
 IFN-free DAA 療法は HIV/HCV 重複感
染症例においても高い奏功率を示しており、
今後多くのHIV/HCV重複感染患者でHCV
排除が達成されることが期待される。一方
で、HIV/HCV 重複感染症例が肝不全状態に
陥り脳死肝移植に登録される際は生命予後
不良が予測され、脳死肝移植適応のランク
アップが考慮されるが、HCV が既に排除さ
れた場合、HCV RNA 陽性症例と同様にラ
ンクアップが必要であるか不明であり、議
論が必要である。 
近年、新しい肝予備能評価としてアルブ

ミン（Alb）と総ビリルビン（Tbil）のみを
用いた ALBI-grade が報告された（（log10 
bilirubin（μmol/L）×0.66）＋（Albumin（g/L）
×－0.085）， Grade1：2：3 = ≦－2.60：＜
－2.60 to ≦－1.39： ＞－1.39）（Johnson 
PJ, et al. J Clin Oncol 2015; 33: 550― 558）。
ALBI-grade は、従来の Child-pugh grade
などの肝予備能評価と比べ、肝予備能が保
たれている症例でも生命予後を層別化する

ことができ、また腹水、脳症といった主観的
評価が加わらないためより客観的な評価が
可能であることが報告されている。 
我々は、HIV/HCV 重複感染肝硬変症例の

肝予備能推移を後方視的に解析し、HCV が
排除された症例ではその後の肝予備能は
HCV 感染症例と比し、それほど低下しない
ことをこれまで報告してきたが、今回は
ALBI-grade を用いて新たに肝予備能推移
について追加で解析を行った。 
 
B．研究方法 
 血液製剤による血友病患者の HIV/HCV
重複感染症例（HCV 抗体陽性及び HIV 抗
体陽性症例）で検診目的にて当院を受診し
た 47 例のうち、複数回の受診歴があり初診
時に既に肝硬変に進展していた 9 症例
（HCVRNA 陽性症例：6 例（平均 follow-
up 期間：3.7 年）、以前の抗ウイルス療法に
より HCV RNA が陰性化した症例：3 例（平
均 follow-up 期間：4.8 年））を対象とし解
析を行った。これら症例の follow-up 中の肝

研究要旨 HIV/HCV 重複感染症例は、肝不全状態に陥った場合に脳死肝移植適応のラン
クアップが考慮される。しかし抗ウイルス療法により HCV が排除された HIV/HCV 重
複感染症例でも HCV RNA 陽性症例と同様にランクアップが必要であるかどうかは議論
が必要である。本研究では、当院を検診目的で受診した患者を対象とし、HIV/HCV 重複
感染肝硬変進展症例で HCV 排除が肝予備能推移に与える影響を ALBI-grade を用いて
検討を行った。ALBI-grade を用いた解析にて、HCV RNA 陽性肝硬変進展症例では症例
により肝予備能低下を来す症例がみられるのに対し、HCV 排除後肝硬変症例では肝予備
能低下症例はみられなかった。また ALBI-score を年変化率で比較すると、HCV RNA 陽
性症例が＋0.068/ year と肝予備能低下を示すのに対し、HCV 排除後症例は－0.056/ year
とむしろ肝予備能は不変～改善する傾向が認められた。ただ脳死肝移植適応のランクア
ップについては、個々の症例で慎重に検討することが必要であると考える。 
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予備能推移について ALBI score を用い後
方視的に解析し、HCV 排除がその後の肝予
備能に与える影響について検討した。 
 
C．研究結果 

HCV RNA 陽性症例の当院初診時年齢中
央値は 36 歳（32-47 歳）、HCV RNA 中央
値は 6.5 LogIU/ml であった。HCVRNA 
genotype は 1a: 3 例、1b: 1 例、3a: 2 例で
あり、全ての症例が IFN による治療歴があ
るものの non-responder であった。一方、
IFN 治療により HCV RNA が陰性化してい
た症例（n=3）の当院初診時年齢中央値は 46
歳（38-56 歳）、それぞれ、初診時の 6、7、
12 年前に HCV RNA は陰性化していた。 
 各症例の ALBI score 推移を下に示す。
HCV RNA 陰性化症例では、ほとんどの症
例が ALBI-grade 1 で推移しているのに対
し、HCV RNA 陽性症例では、症例により
異なるが、経時的に grade-2、grade-3 にま
で予備能が低下する症例が認められる。年
率変化（初診時から最終受診時までの
ALBI-score 変化量/ follow-up 年数）で計算
すると、HCV RNA 陰性症例は－0.056/ 
year に対し、HCV RNA 陽性症例は＋
0.068/ year であり、有意差こそないものの、

HCV RNA 陽性症例において明らかな肝予
備能増悪傾向が認められた。 
 
D．考察 
 少数例の検討であるが、以前の検討と同
様に、HCV RNA が排除された HIV/HCV
重複感染肝硬変症例では、その後の経過を
HCV RNA 陽性の症例と比較したところ、
肝予備能低下はほとんど認められなかった。
このことはすなわち、HCV 排除後症例に脳
死肝移植適応のランクアップを HCV RNA
陽性症例と同様に扱うことは慎重に検討す
る必要があることを示唆している。 

昨今、肝硬変症例における HCV 排除後
の肝予備能改善は、‘Point-of-No-Return’と
称される HCV 排除時の肝病態進行により
規定されるのではないかとした考えが提唱
されている。すなわちある程度肝予備能低
下が進行していると、HCV 排除によっても
肝予備能改善が期待できない。そして門脈
圧亢進症進展症例の比率が高いことが報告
される HIV/HCV 重複感染症例においては、
HCV単独感染症例とは異なるPoint-of-No-
Return が存在する可能性も考えられる。本
研究において HCV 排除後症例の HCV 排
除時の肝硬変進展の有無、その予備能低下
の程度は不明である。HCV が排除されても
Point-of-No-Return まで肝病態が進行して
いたかどうかは判断できないため、本研究
結果にはその解釈には限界があると思われ
る。 
今後、IFN-free DAA 療法は非代償性肝硬

変症例にまで適応は拡大され、重複感染症
例においてもより HCV 排除が達成される
症例が多くなると思われる。HIV/HCV 重複
感染症例においても HCV 排除における
Point-of-No-Return を明らかにしていく必
要がある。この点は、移植医療を考える上で
も非常に重要であり、今後より多くの症例
での解析が望まれる。加えて現時点では、
HCV 排除後 HIV/HCV 重複感染症例にお
ける脳死肝移植適応のランクアップについ
ては、case-by-case で検討することが最良
の option ではないかと考える。 
 
E．結論 
 （小数例、また bias がある集団の検討に
はなるが） HCV RNA の陰性化が得られて
いる重複感染症例は、HCV RNA 陽性症例
と比較し、ALBI-grade においても肝予備能
低下は緩やか、あるいは改善する傾向が認
められた。ただ脳死肝移植適応のランクア
ップについては、個々の症例で慎重に検討
することが必要である。 
 
F．健康危険情報 
 なし 
 
G．研究発表 
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